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佐藤昌利東大物性研

整数量子ホール状態ではミバルクで定義されるトポロジカル数とエッ

ジ、に存られるギャップレスモードの間に密接な関係がある。本講演では、

整数量子ホール状態と超伝導状態のアナロジーを基にして、ゼロエネル

ギーアンドレーフ束縛状態をギ、ヤツプレスエッジ状態の一種としてそのト

ポロジカルな佐賀を議論するO トポロジカル数をつかい、アンドレーフ束

縛状態の存在条件を導いたのち、常伝導状態のフェルミ面のトポロジー

とゼロエネルギーアンドレーフ束縛状態の関係を議論する。
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図 1:時間反転対称性のあるフルギャップスピン3重項超伝導体のアンド

レーフ束縛状態の様子。(一番上)常伝導状態での様々なFermi面。(真ん

中)バルクのZ2トポロジカル数。(一番下)(001)面でのアンドレーフ束

縛状態の様子。丸で、固まれたところにゼロエネルギー状態が現れる。
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